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昨
年
も
市
広
報
紙
で
紹
介
し
た

エ
シ
カ
ル
消
費
。
馴
染
み
の
な
い

言
葉
で
す
が
、
普
段
の
生
活
の
中

で
特
別
新
し
い
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
飲
み
物
は
マ
イ
ボ
ト
ル
で

　

自
動
販
売
機
や
コ
ン
ビ
ニ
で
飲

み
物
を
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
の

は
、
と
て
も
便
利
で
す
。
し
か
し
、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
分
解
さ
れ
自
然
に
帰
る
に
は
、

数
百
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
飲
み
終
わ
っ
た
ら
資
源
ご
み

と
し
て
分
別
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
、
自
宅
で

マ
イ
ボ
ト
ル
に
飲
み
物
を
入
れ
て

仕
事
や
行
楽
な
ど
に
出
掛
け
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
お

気
に
入
り
の
デ
ザ
イ
ン
な
ら
気
分

も
良
く
な
り
、
ご
み
の
削
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
お
買
い
物

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海

洋
汚
染
が
世
界
的
な
問
題
に
な
る

中
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減

し
よ
う
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト

ロ
ー
を
廃
止
す
る
企
業
や
法
律
に

よ
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
の
動
き
が

あ
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
っ
て
買
い
物
す
れ
ば
レ
ジ
袋

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
過
剰
な
包
装
を

断
る
こ
と
も
ご
み
減
量

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
ら
も
立
派
な「
地
球

環
境
へ
の
配
慮
」と
い

え
ま
す
。

◆
福
祉
事
業
所
の
商
品
購
入

　

市
役
所
本
庁
舎
で
は
月
に
10
日

程
度
、
昼
休
み
前
後
に
菓
子
や
た

こ
焼
き
、
手
芸
品
な
ど
市
内
の
障

害
者
福
祉
事
業
所
で
作
ら
れ
た
食

品
や
物
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
購
買

行
動
も「
人
へ
の
配
慮
」の
具
体
的

な
行
動
で
す
。

 

《
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

　
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

−

9
0
0
1

 

消
費
生
活
相
談
員
の
知
恵
袋 

�

　
〜
こ
ん
な
こ
と
も「
エ
シ
カ
ル
消
費
」で
す
〜

　10月１日から家庭ごみの処理手数料（市指定
ごみ袋の販売価格）を改定します。現行のごみ
袋の価格は｢燃やすごみ｣と｢燃やさないごみ｣の
袋の規格（大・中・小）ごとの１リットル当たり
の容量単価に差があるため、下表のとおり負担
を公平にします。

《市指定ごみ袋の販売価格（販売単位：10袋当たり）》

市指定ごみ袋の種類 〜９月30日 10月１日〜

燃やすごみ、
燃やさないごみ

大袋 500円
520円

（20円増）

中袋 350円 350円

小袋 250円
230円

（20円減）

びん・かん、
ペットボトル、
紙製容器包装、
プラスチック製
容器包装

大袋 150円 150円

中袋 100円 100円

※粗大ごみのステッカーの販売価格は変更なし
《問合せ》生活環境課☎23-5304

　なお、市指定ごみ袋などの形状や大きさなど
の変更はありません。販売価格の改定日前に
購入した市指定ごみ袋などはそのまま利用でき
ます。差額の返還などは行いませんので、９月
末までの必要な枚数を計画的に購入してくださ
い。

ごみ

ごみの減量と分別にご協力を！
　ごみの減量と、資源ごみへの分別の徹底に、
引き続きご理解とご協力をお願いします。

生ごみの水切りにご協力を！
乾かす、しぼる！
○野菜の皮などは乾かして出しましょう。
○�お茶がらやティーバッグは水気をしぼり、
乾かして出しましょう。

○�たまった水分をぎゅっとしぼって出しまし
ょう。家庭での１回の水切り目標を大さじ
７杯（105g）とすると、市全体では１年間で
25ｍのプール１杯分（約360トン）の減量に
なります。市のごみ処理経費も約240万円
の節減になります。

　ごみの減量、悪臭対策、経費節減のために
引き続きご理解とご協力をお願いします。

家庭ごみの処理手数料の改定
10月１日から市指定ごみ袋の価格が変わります
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国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
全
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
度
定
額
保
険
料
は
、

月
額
1
万
6
4
1
0
円
で
す
）。

会
社
や
官
公
庁
な
ど
を
退
職
し
た

方
は
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
し
た
方
の
配
偶
者

が
扶
養
家
族
と
し
て
第
3
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
も
、
第
1
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
が
必
要

で
す
。
手
続
き
は
、
資
格
喪
失
証

明
書（
退
職
辞
令
）、
印
鑑
、
年
金

手
帳
を
持
参
の
上
、
市
民
課
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
40
年
間

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で

年
額
78
万
1
0
0
円（
2
0
1
9

年
度
）で
す
が
、
老
後
に
よ
り
多

く
の
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て

い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額

保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
注
意

○�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込　

み
を
し
た
月
分
か
ら
で
す
。

○�

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶　

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年

金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○�

障
害
基
礎
年
金
に
は
、
付
加
年

金
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前

に“
繰
上
げ
受
給
”ま
た
は
66
歳

よ
り
後
の“
繰
下
げ
受
給
”す
る

場
合
に
は
、
付
加
年
金
も
老
齢

基
礎
年
金
と
同
じ
減
額
率
・
増

額
率
に
な
り
ま
す
。

○�

付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
辞
退
の

申
し
出
が
必
要
で
す
。

過
去
10
年
以
内
に
保
険
料
免
除
・

猶
予
期
間
の
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除〔
全

額
免
除
・
一
部
免
除（
注
）・
法
定

免
除
〕、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

退
職
し
た
皆
さ
ん
、
国
民
年
金

の
届
け
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

付
加
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

追
納
制
度

【例】付加保険料を10年間納付した場合
　　　▽付加保険料　400円×10年（120月）＝48,000円
　　　▽付加年金額　200円×10年（120月）＝24,000円（年額）
　　　　※65歳から受給した場合の付加年金額
　付加年金を２年間受給すると納付した付加保険料総額と同額となり、
そこからは支払った以上の付加年金を一生涯受けることができます。

付加保険料　400円（月額）
付加年金の受給額　200円×付加保険料納付月数（年額）

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対
象
者

の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任
状
と

委
任
者
の
印
鑑
、
代
理
者
の
身
分

証
明
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
5
月
11
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
５
月
７
日（
火
）、
13
日（
月
）、

20
日（
月
）、
27
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
一
般
的
な
年
金
相
談

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
来
訪
年
金
予
約
相
談

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
4
8
9
0

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03
－
6
6
3
1
－
7
5
2
1

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所　

☎
22
－
0
9
4
8（
音
声
案
内

で
1
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

　

市
民
課
☎
21
－
9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比

べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が「
追
納
制
度
」で
す
。

追
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
注
）一
部
免
除
は
、
納
付
す
べ
き　

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場

合
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

○�

過
去
3
年
度
以
前
の
追
納
保
険　

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加　

算
額
が
付
き
ま
す
。

○�

追
納
が
可
能
な
期
間（
過
去
10　

年
以
内
）の
う
ち
、
原
則
、
最　

も
古
い
分
か
ら
先
に
納
付
す
る　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○�

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給　

し
て
い
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ　

ん
。

《�

問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所　
　

☎
22
－
0
9
4
8（
音
声
案
内　

で
２
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）


